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熱弾性型マルテンサイト変態を利用した高機能チタン合金の開発 

超弾性特性はどんな役に立つの？ 超弾性チタン合金の開発 

こんなとこにも使われる 

医療用器械、ロボットをはじめとする機械には、荷重を支える金属材料だけでなく、セ

ンサーやアクチュエーターとして働くお利口な金属材料も必要です。医療用デバイス

では人体に為害性がなく、低ヤング率や超弾性特性を示す材料が求められています。 

人体に毒性がなく、大きく変形しても、

大きな力を維持したまま形状が元に

戻る超弾性特性は、医療用デバイス

を大きく変える。 

歯列矯正ワイヤーでは、矯正が進むと通常の

金属では緩んでしまいますが、超弾性ワイ

ヤーなら緩まむことなく矯正を続けられます。 

カテーテルを血管の患部まで誘

導するには、超弾性のガイドワ

イヤーが有効です！超弾性の

ステントならカテーテルで、

血管患部に置いてくるだけで、

バルーンは必要ありません。 -100
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従来の超弾性材TiNiのNiはア

レルギーが心配。アレルギー

も毒性も心配ない医療用チタ

ン合金の開発を目指している。 

開発した超弾性
合金は負荷で
大きく変形して
も、除荷すると
力を維持したま
ま、元の形状に
戻る！！ 

ヤング率も人骨み
たいに小さい 

図：古河テクノマテリ
アル 

大きな力を維持した
まま形状が元に戻る。 

力を維持 

形が戻る 

大きく変形 

力を維持したまま元の形状に戻る 

超弾性特性の特長 
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